
　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
今
日
の
社
会

問
題
や
市
民
の
欲
求
＝
行
政
の
取
り

組
む
べ
き
課
題
及
び
ニ
ー
ズ
は
、
多

様
化
し
て
お
り
、
提
供
す
べ
き
サ
ー

ビ
ス
も
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
行
政
単
独
で
の
施
策
展
開
の

困
難
性
や
市
民
と
取
り
組
む
必
要
性

か
ら
、
課
題
や
ニ
ー
ズ
ご
と
に
市
民

を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
組
織
を
設
置
し

て
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
行
政
主
導
で
設
立
さ
れ
た
団

体
は
、
交
付
金
で
活
動
し
、
事
務
局

は
行
政
内
部
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
組
織
と
し
て
の
自
立
性
が

乏
し
く
、
主
体
性
も
発
揮
し
づ
ら
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
行
政
と

団
体
と
の
区
分
が
不
明
確
で
あ
る
の

は
、
市
民
の
発
意
で
な
く
行
政
主
導

で
設
立
さ
れ
た
以
上
、
や
む
を
得
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
構
造
的
問
題
よ
り
も
気
に
な

る
の
は
、
活
動
の
成
果
で
あ
る
。
多

く
の
場
合
、
成
果
を
数
値
で
表
し
が

た
い
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
施
策
の

直
接
の
到
達
点
は
、
市
民
に
そ
の
課

題
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

個
々
の
市
民
の
意
識
的
な
行
動
が
、

総
体
と
し
て
課
題
の
解
決
を
図
っ
て

い
く
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
成
果
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
っ
た
際
の
参
加
者
の
感
想
や
、

後
日
耳
に
届
く
評
判
か
ら
判
断
す
る

こ
と
に
な
る
。
良
い
感
触
が
得
ら
れ

な
け
れ
ば
、
有
効
性
を
疑
問
視
し
、

見
直
し
が
必
要
だ
。
市
場
原
理
が
働

か
な
い
分
野
に
も
、
費
用
対
効
果
の

考
え
は
大
切
だ
。

　
さ
ら
に
は
団
体
自
体
を
見
直
す
必

要
も
あ
ろ
う
。
今
後
、
さ
ら
な
る
財

政
支
出
が
見
込
ま
れ
る
分
野
は
多

い
。
ま
た
、
情
報
公
開
の
進
展
は
、

行
政
主
導
型
の
団
体
も
対
象
に
入
れ

よ
う
。
こ
う
し
た
情
勢
下
、
市
民
に

還
元
さ
れ
な
い
事
業
を
続
け
て
い
て

は
、
存
在
の
余
地
は
な
く
な
る
。

　
一
方
、
近
年
の
市
民
活
動
は
活
発

化
し
、
分
野
に
も
拡
が
り
が
出
て
き

た
。
中
に
は
、
行
政
課
題
や
市
民
ニ

し
ス
に
応
え
う
る
活
動
団
体
も
出
現

し
始
め
て
お
り
、
行
政
と
の
関
係
と

し
て
も
、
互
い
に
立
場
が
対
等
で
適

度
な
緊
張
関
係
が
保
て
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

　
従
来
は
行
政
主
導
型
の
団
体
の
み

が
担
っ
て
い
た
活
動
を
市
民
団
体
も

担
う
こ
と
で
、
既
存
団
体
の
意
識
改

革
も
始
ま
る
だ
ろ
う
。
永
年
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
て
奮
起
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
同
時
に
行
政
は
、
市

民
団
体
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組

み
、
そ
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
今
後
は
両
団
体
が
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
市
民
を
巻
き

込
ん
で
い
け
る
だ
ろ
う
。
そ
の
先
に

市
民
全
体
の
幸
せ
が
待
っ
て
い
る
。

　
行
政
は
今
、
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル

に
選
択
肢
を
持
ち
始
め
た
。

あ
と
が
き

　
今
回
は
、
横
浜
独
自
の
都
市
構

造
や
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
、
市
民

の
生
活
行
動
や
活
動
を
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
と
い
う
観
点
か
ら
見
直

し
、
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
を
考
察
し
て
み
た
。
「
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
」
は
、
日
本
に
お
い

て
、
ま
し
て
や
横
浜
に
お
い
て
共

通
の
認
識
を
も
っ
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
概
念
で
は
な
い
。
原
点
は
一

九
七
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
の
都
市

の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
へ
の
対
応
で
あ

り
、
日
本
で
は
、
最
近
、
中
核
地

方
都
市
の
中
心
商
店
街
の
活
性
化

と
都
心
居
住
を
進
め
る
職
住
近
接

の
都
市
の
概
念
と
し
て
登
場
し
た
。

神
戸
市
に
お
い
て
は
、
「
神
戸
市
復

興
・
活
性
化
推
進
懇
話
会
」
が

「
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
・
地
域

発
意
の
ま
ち
づ
く
り
―
『
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
』
構
想
」
を
平
成
十

一
年
三
月
に
発
表
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
さ
て
、
横
浜
市
に
お
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
必
要
性
と
意
味
に
お

い
て
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
は

論
じ
ら
れ
る
の
か
。
ま
ず
、
各
局

の
企
画
担
当
の
職
員
に
お
集
ま
り

頂
き
、
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に

つ
い
て
勉
強
し
そ
の
捉
え
方
を
議

論
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
ま
ち

づ
く
り
戦
略
と
し
て
、
交
通
、
中

心
市
街
地
の
あ
り
方
、
流
域
や
丘

陵
と
い
っ
た
自
然
系
の
骨
格
の
再

認
識
、
生
活
福
祉
ニ
ー
ズ
を
考
察

し
た
市
民
の
日
常
生
活
圏
の
あ
り

方
、
事
業
や
情
報
の
し
く
み
等
多

面
的
に
ご
執
筆
頂
い
た
。
こ
の
プ

ロ
セ
ス
で
計
画
や
事
業
の
企
画
を

考
え
る
職
員
の
横
繋
ぎ
の
議
論
の

場
が
も
た
れ
た
。
忙
し
い
中
で
の

わ
ず
か
な
時
間
だ
っ
た
が
、
横
浜

と
い
う
都
市
の
特
性
と
あ
り
方
を

異
な
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
議
論
で
き

た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
思
う
。

　
横
浜
な
り
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
」
は
、
深
く
縦
割
に
な
っ
て

い
る
行
政
が
、
も
う
一
度
、
実
態
に

即
し
た
横
浜
を
知
り
、
個
別
の
施

策
の
目
的
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
く

ツ
ー
ル
と
し
て
極
め
て
有
効
な
概

念
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
議
論
は

ま
だ
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
。
以

降
、
深
化
す
べ
き
作
業
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
中
川
Ｖ
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「
調
査
季
報
」
は
職
員
が
自

由
に
意
見
を
発
表
し
討
論
す
る

行
政
研
究
誌
で
す
。
「
自
主
研
究

レ
ポ
ー
ト
」
へ
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

研
究
の
概
要
を
Ａ
４
紙
三
枚
以

内
に
ま
と
め
て
企
画
局
政
策
部

調
査
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
六
三
―
四
六
一
三

お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
　
話
　
六
七
一
―
ニ
○
二
九
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特
集
・
創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
へ
の
道

都
市
に
と
っ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
は
何
か

①
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
本
質
を
再
考
察
す
る

猪
口
邦
子

②
都
市
戦
略
と
し
て
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
考
え
る
　
渡
辺
厚

創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
を
め
ざ
し
て

魅
力
あ
る
都
市
の
条
件

①
都
市
に
充
足
、
完
成
は
あ
り
え
な
い

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
伝
説
が
街
を
つ
く
る

久
代
雅
之
・
渡
辺
政
一

木
幡
和
枝

村
上
実

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
心
を
伝
え
る
「
物
語
都
市
横
浜
」
の
創
造

野
村
万
之
丞

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
能
と
役
割
　
森
岡
朋
子

市
民
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

①
横
濱
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

②
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
野
毛
と
い
う
町

う
め
も
と
實

福
田
豊

③
東
海
道
と
い
う
財
産
を
持
つ
保
土
ヶ
谷
の
ま
ち
づ
く
り

事
例
か
ら
見
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
効
果
と
今
後

①
フ
ラ
ン
ス
映
画
祭
横
浜

②
国
際
エ
イ
ズ
会
議

③
ヨ
コ
ハ
マ
都
市
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

近
藤
博
昭

芳
賀
宏
江

市
川
孝
史
・
魚
本
一
司

国
吉
直
行

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
連
載
①
安
政
の
開
港
、
平
成
の
邂
逅

村
田
和
義

連
載
①
／
市
営
バ
ス
ー
七
十
年
を
迎
え
て
　
市
営
バ
ス
ー
七
十
年

の
歴
史
を
考
察

新
鮮
力
／
未
来
を
創
る

大
保
光
興

越
路
浩
也

特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市

多
様
化
す
る
働
き
方
～
担
い
手
と
そ
の
特
徴

自
治
体
現
場
か
ら
み
た
就
労
問
題
の
諸
相
と
就
労
支
援

①
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
現
状
と
そ
の
対
策

佐
藤
博
樹

板
倉
良
雄

②
中
高
年
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
問
題
～
神
奈
川
人
材
銀
行
の
窓
口
か

ら③
女
性
就
労
の
今
日
的
課
題

④
中
小
企
業
の
動
向
と
起
業
家
支
援

新
し
い
働
き
方
～
そ
の
動
向
と
課
題

緑
川
征
支
郎

相
澤
武
志

①
座
談
会
・
起
業
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
そ
の
可
能
性
を
探
る

大
江
守
之
・
片
岡
勝
・
木
下
慶
子
・
中
野
聰
恭

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
　
し
～

ぷ
る
ね
っ
と
金
沢

井
上
隆
吉

④
商
店
街
の
公
益
活
動
～
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
―
市
川
俊
明

⑤
テ
レ
ワ
ー
ク
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
生
活

堀
越
久
代

連
載
②
／
市
営
バ
ス
ー
七
十
年
を
迎
え
て
　
市
営
バ
ス
事
業
の
現
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１変
化

座
談
会
・
自
治
体
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

稲
垣
吉
彦
・
山
田
雅
通
・
宮
永
邦
人
・
杉
山
正
美
・

①
福
祉
調
整
委
員
会
に
お
け
る
苦
情
調
整
活
動
の
現
場
か
ら

②
対
話
と
信
頼
の
あ
る
関
係
を
め
ざ
し
て

④
税
務
窓
口
に
お
け
る
市
民
と
の
対
応
事
例

念
の
動
向
を
踏
ま
え
て

の
視
点
か
ら

４
　
横
浜
市
の
広
報
・
広
聴

連
載
②
／
市
民
活
動
と
自
治
体
の
協
働
に
向
け
て

に
つ
い
て

新
鮮
力
／
行
政
広
報
は
広
報
紙
が
主
役

森
香
里
・
黒
田
美
夕
起

③
顔
が
見
え
る
関
係
～
区
と
区
民
と
の
共
通
理
解
の
方
法
と
課
題

藤
田
譲
治

久
根
口
昭
二

①
市
民
と
自
治
体
の
共
通
理
解
と
は
～
自
治
体
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
概

三
浦
恵
次

②
市
民
と
自
治
体
の
共
通
理
解
の
た
め
に
～
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー

沖
浦
公
隆

光
田
清
隆
・
鹿
嶋
冨
美
雄

５
　
高
度
情
報
化
時
代
の
Ｐ
Ｒ
～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
質
的

池
谷
敞
・
山
口
健
太
郎

重
内
博
美
・
小
沢
朗
・
竹
前
大

調
査
＆
政
策
研
究
／
横
浜
市
学
校
給
食
用
食
器
調
査
の
結
果
と
対
応

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
保
健
課松

原
正
和

連
載
①
／
市
民
活
動
と
自
治
体
の
協
働
に
向
け
て

①
市
民
活
動
先
進
地
域
と
し
て
の
横
浜
の
課
題

小
沢
朗
・
重
内
博
美
・
竹
前
大

②
憲
法
八
九
条
後
段
と
「
横
浜
コ
ー
ド
」

論

:
憲
法
解
釈
論
と
政
策

青
柳
幸
一

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
連
載
②
安
政
の
開
港
、
平
成
の
邂
逅
―
み

な
と
み
ら
い
2
1
を
め
ぐ
る
歴
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
村
田
和
義

調
査
＆
政
策
研
究
／
平
成
十
年
度
横
浜
市
民
意
識
調
査
か
ら

企
画
局
調
査
課

新
鮮
力
／
多
角
的
な
視
野
を
持
っ
た
行
政
マ
ン
に
Ｉ
石
原
従
道

調査季報総目

次

136～138号

況
と
今
後
の
方
向
性

大
保
光
興

大
澤
隆

主
婦
就
労
の
場
と
し
て
の
「
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
」
―
丹
羽
勝
子

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス

市
川
孝
史
・
石
原
敏
明
・
南
学

高
田
順
江

岡
田
優
子
・
斎
藤
紀
子
・
南
学

特
集
・
自
治
体
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ

３
　
市
民
と
自
治
体
の
共
通
理
解
の
あ
り
方

２
　
市
民
と
の
対
話
の
現
場
か
ら
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